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問　

合
併
10
年
目
の
高
島
市

の
喫
緊
課
題
は
、
住
民

の
利
便
や
地
域
防
災
の
観

点
か
ら
支
所
機
能
を
充
実

し
、
市
民
協
働
活
動
の
拠

点
と
し
て
活
用
を
図
る
こ

と
で
は
な
い
か
。

答 

政
策
部
長

　

支
所
機
能
の
充
実
は
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
支
所

施
設
の
活
用
は
、
地
域
事
情
等

を
踏
ま
え
て
有
効
活
用
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問　

支
所
に
は
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
上
で
、
市
民

活
動
や
市
民
協
働
へ
の
援

助
、
各
種
団
体
と
の
連
絡

調
整
、
人
材
を
育
て
て
活

か
す
役
割
が
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

答 

市
民
環
境
部
長

　

た
か
し
ま
市
民
協
働
交
流
セ

ン
タ
ー
で
は
、
県
に
認
証
さ
れ

て
い
る
団
体
を
含
め
１
７
７
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
を
把
握
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
以
外
に
も
福
祉
や
教

育
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
等
、
多
様

な
市
民
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
受
け
入
れ

る
地
域
で
は
、
伝
統
や
文
化
等

を
互
い
に
理
解
し
尊
重
し
合
う

こ
と
、
ま
た
、
新
し
い
取
り
組

み
や
人
材
を
受
け
入
れ
、
地
域

で
育
て
よ
う
と
す
る
気
持
ち
や

体
制
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

問　

市
民
協
働
事
業
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
活
動
で
、
フ
ァ

ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
（
資

金
調
達
）
が
注
目
さ
れ
て

お
り
、
市
職
員
に
も
認
定

を
受
け
た
フ
ァ
ン
ド
レ
イ

ザ
ー
が
お
ら
れ
、「
赤
い

羽
根
た
か
し
ま
見
守
り
募

金
」
で
市
内
業
者
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、
寄
付
つ
き
商

品
を
販
売
す
る
「
募
金
百

貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

い
う
優
れ
た
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
活
動
を
参
考
に
、
高
島

市
の
発
展
を
願
う
サ
ポ
ー

タ
ー
づ
く
り
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

答　

特
定
非
営

利
活
動
促
進
法
の

制
定
や
公
益
法
人

改
革
等
を
経
て
、

市
民
活
動
が
活
発

化
し
、
社
会
の
関

心
も
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
多
く
の

市
民
活
動
団
体
が

社
会
的
課
題
の
解

決
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

き
て
い
る
反
面
、
活
動
資
金
確

保
に
苦
労
し
て
い
る
団
体
も
多

い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
戦

略
的
な
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ

に
取
り
組
む
市
民
活
動
団
体
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

市
民
活
動
団
体
の
資
金
調
達

に
つ
い
て
は
、
各
団
体
が
主
体

的
に
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
あ

る
た
め
、
各
団
体
に
お
い
て
創

意
工
夫
し
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
、
市
と
し
て
は
、「
た

か
し
ま
市
民
協
働
交
流
セ
ン

タ
ー
」
に
お
い
て
、
情
報
提
供

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

●
農
業
の
発
展
の
た
め
に

●
災
害
か
ら
住
民
を
守
る
た

め
に

問　

企
業
誘
致
は
、
自
治
体

に
と
っ
て
税
収
や
企
業
の

雇
用
等
で
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
企
業
誘
致
推

進
の
現
状
は
。

答 

産
業
経
済
部
長

　

情
報
収
集
や
企
業
展
等
へ
の

出
展
等
、
誘
致
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
用
地
の
確
保
や
企

業
に
必
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
が

整
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
新

規
企
業
の
誘
致
が
難
し
い
側
面

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
関
係
部
署
が
連
携

を
図
り
、
よ
り
有
効
な
施
策
を

展
開
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

最
近
、
湖
西
線
は
強
風

に
よ
る
運
行
見
合
わ
せ
や

運
行
休
止
で
通
勤
通
学
に

支
障
が
出
て
い
る
が
対
策

は
。

答 

土
木
交
通
部
長

　

事
故
等
の
障
害
が

発
生
し
た
場
合
に
運

休
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
安
全
性
や

定
時
性
の
確
保
を
要

望
し
ま
す
。

　

ま
た
、
強
風
に
よ

る
運
休
に
つ
い
て
は
、

防
風
柵
未
設
置
の

比
良
駅
以
南
で
多
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
防

風
柵
の
延
伸
を
強
く

要
望
し
て
い
ま
す
。

問　

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
以

西
の
暫
定
運
行
と
し
て
、

湖
西
線
を
利
用
し
た
軌
間

可
変
電
車
の
導
入
に
つ
い

て
は
。

答　

市
民
生
活
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
交
通
手
段
で
あ
る
湖

西
線
の
運
行
ダ
イ
ヤ
が
現
行
の

水
準
よ
り
低
下
し
な
い
こ
と
、

強
風
や
積
雪
に
対
し
安
定
し
た

運
行
が
で
き
る
適
切
な
対
策
を

講
じ
る
と
と
も
に
、
振
動
や
騒

音
等
、
市
民
生
活
に
悪
影
響
が

生
じ
な
い
対
策
を
講
じ
る
こ
と

等
を
国
に
伝
え
て
い
ま
す
。

問　

子
育
て
支
援
を
中
心
と

す
る
世
帯
の
定
住
促
進
の

推
進
の
た
め
の
施
策
は
。

答 

市
民
環
境
部
長

　

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
を
つ
く
る
た
め
、
住
宅
確
保

の
支
援
と
子
育
て
環
境
の
向
上

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
は
子
育

て
世
帯
の
急
な
保
育
ニ
ー
ズ
等

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
来
年
度
か
ら
は
、

子
ど
も
医
療
費
に
対
す
る
助
成

の
拡
大
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
ま
す
。

問　

経
済
的
、
歴
史
的
な
つ

な
が
り
を
考
え
、
敦
賀
市
、

小
浜
市
、
若
狭
町
等
の
日

本
海
側
に
位
置
す
る
自
治

体
と
の
連
携
も
必
要
と
考

え
る
が
。

答 

産
業
経
済
部
長

　

福
井
県
の
嶺
南
地
域
と
は
、

古
く
か
ら
鯖
街
道
等
を
通
じ
文

化
・
物
資
の
交
流
あ
り
、
現
在

も
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
相
互
参
加

や
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
様
々
な
取
り
組
み
を

一
層
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
内
宿
泊
客
を
増
や
し
、
地
域

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
入
札
改
革

支所の整備を最優先し、支所機能の
充実と市民協働の支援を図れ

地域事情等を踏まえ、
施設の有効活用を図ることが必要

答
粟津  泰藏  議員

支所機能充実と市民協
働活動支援

秋永　安次  議員

企
業
誘
致
の
現
状
は
？

関
係
部
署
が
連
携
し
、

有
効
な
施
策
を
展
開
す
る

答

地域活性化
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